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アンケート記入者 ご氏名：                              
同上       ご所属：                              
 
1. 貴校での構造力学に関連する授業科目と対応する実験科目について、お尋ねします。 

(1)1 学年当たりの学生数は何名ですか？    ( )名 
(2)構造力学に関連する科目の全授業数は、1 年間に何時間、行われていますか？ 

工業高等専門学校で専攻科をお持ちの場合は、そこでの時間数も加算して下さい。 
( )時間 

(3)上記(2)にて使用されている教科書名を教えて下さい(複数回答可) 
 (出版社名： 図書名： ) (出版社名： 図書名： ) 
(4)上記(2)に対応する実験科目の授業を行われていますか？ 『はい・いいえ』 

【はいの場合には次の設問(5)へ・いいえの場合には設問(11)へ】 
(5)構造力学に関連する実験科目の全授業数は、1 年間に何時間、行われていますか？ 

工業高等専門学校で専攻科をお持ちの場合は、そこでの時間数も加算して下さい。(     )時間 
(6)上記(5)の実験科目にてしようされている教科書の選定において、JABEE(日本技術者教育認定機

構)による技術者教育プログラムの審査・認定を『(a)考慮した・(b)特に意識しなかった』 
(7)上記(5)の実験科目で使用されている教科書名を教えて下さい。 
 (a)土木学会・構造実験指導書またはそれ以外の出版物、(b) 貴校で独自に作成された資料 

【(a)の場合には設問(8)へ・(b)の場合は設問(9)へ】 

(8)土木学会・実験指導書またはそれ以外の出版物を、ご活用された感想をお尋ねします。 
 ●活用された出版物：(A)土木学会・構造実験指導書 
    [(i)A にて活用された項目を参考資料の章節番号でお答え下さい] 
     (B)上記以外の出版物(出版社  ：書名   ) 
 ●ご感想： (a)たいへん満足・(b)満足・(c)不満足 
 また、上記(a)-(c)のご回答の理由にあてはまる事項があれば、それをお選び下さい。 

(i) 実験項目が、『(a)十分・(b)不十分/足りない・(c)不必要なものが多い』 
(ii) 個々の実験項目の記述内容が、『(a)ていねい・(b)不親切・(c)むずかしい』 
(iii) 図表を用いた視覚的な説明が、『(a)十分・(b)足りない』 
(iv) 受講生の教育目的に、『(a)よく対応できる・(b)対応しづらい』 
(v) その他(自由に御記述下さい                ) 

(9)貴校で独自に作成された資料を、ご活用された理由をお尋ねします。 
●既往の刊行物では、 

(i) 実験項目が、不十分/足りない 
(ii) 実験項目が、不必要なものが多い 
(iii) 個々の実験項目の記述内容が、むずかしい 
(iv) 受講生の教育目的に、対応しづらい 
(v) その他(自由に御記述下さい                ) 

●資料の目次を教えて下さい。 
  (vi)(        ) 
(10)構造実験用機器として、どのようなものを所有されていますか？(各例に○×でお答え下さい) 
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  (a)圧縮試験機  (b)引張試験機 (c)曲げせん断試験機 
  (d)光弾性実験設備 (e)ひずみ測定器(データロガー) 
  (f)スイッチボックス (g)ひずみ変換式デジタル変位計 
  (h)コンプレッソメータ (i)荷重計  (j)その他(   ) 
(11)実験科目を行われていない理由について、教えて下さい 
  (理由として、     ) 
 

2. 土木学会・構造実験指導書に記載項目の必要度に関して、お尋ねします。 

(1) 現在ある項目や内容について(各例に○×でお答え下さい) 
1 章 総論 『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点：   ) 
2 章 計測 『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点：   ) 
3 章 弾性挙動『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点：   ) 
4 章 動的挙動『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点：   ) 
5 章 破壊挙動『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点：   ) 
6 章 非破壊試験『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点：   ) 
7 章 計算機シミュレーション『(a)必要 ・ (b)不要』((c)修正が望まれる点： ) 
    

(2) 追加すると良い項目や内容(各例に○×でお答え下さい) 
(a) 座屈実験    (a)必要 (b)分からない (c)不要 
(b) 波動実験    (a)必要 (b)分からない (c)不要 
(c) 疲労実験    (a)必要 (b)分からない (c)不要 
(d) 繰返し(交番)載荷実験   (a)必要 (b)分からない (c)不要 
(e)  その他(自由に御記述下さい     ) 
 

3. 当小委員会が設置している土木学会サイト内の『土木実験指導書』のホームページについてお尋ね

します。(各例に○×でお答え下さい) 
(1)レポートのひな形  『(a)必要・(b)不要』 

(2)データシート  『(a)必要・(b)不要』 

(3)よいレポートの開示 『(a)必要・(b)不要』 

(4)その他、掲示が望まれるファイル(      ) 

 

4. 当編集小委員会では、委員の公募(自薦・他薦を問わず)を行います。委員をお引き受け(あるいは

代わりにご推薦)頂けるかどうかお尋ねします。委員会は概案として平成 20 年 4 月と同 8 月に開催

し、原稿は同 9 月末までに完成させて、翌平成 21 年 2 月に刊行予定です。 
(1)頼まれれば委員を引き受ける  (2)委員として       を推薦できる 
(3)委員を引き受けることはできない (4)わからない 

 

5. その他、この本を魅力的にするための工夫や、ご提案などを自由にご記入下さい。 

 

以上、ご協力ありがとうございました。 


